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調 査 の 概 要 
 

※ 基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数である。また、本文中の「百分率」は小数点

第２位を四捨五入しているため、あるいは複数回答のため、数値の合計が100.0にならない場合が

ある。 

◆調査目的 様々な人権問題に対する県民の意識状況を明らかにすることにより、真に人権が尊重さ
れる社会の実現を目的とした施策の展開の基礎資料とする。 

◆調査地域 栃木県全域  ◆調査方法 郵送法 

◆調査対象 満 18歳以上の男女個人  ◆調査期間 令和３(2021)年１月13日（水）～ 
１月29日（金） 

◆標本数 3,000人  ◆回収数 1,666人（55.5％） 

◆標本抽出 住民基本台帳に基づく層化二段無作為抽出法 
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調 査 回 答 者 の 属 性 
 

１ 性別 

 調査数（人） 構成比（％） 

１ 男性 732  43.9 

２ 女性 876  52.6 

３ 答えたくない 37 2.2 

４ 無回答 21 1.3 

全  体  1,666  100.0 
 

２ 年齢                    ３ 職業 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

n

全体 (1,666) 10.7 53.0 16.8 7.7

1.9 3.1

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

尊重されている ある程度尊重されている どちらとも言えない

あまり尊重されていない 尊重されていない わからない

無回答

 
「ある程度尊重されている」が 53.0％と最も多く、「尊重されている」（10.7％）と「ある程度尊重され

ている」（53.0％）を合わせた『尊重されている』は 63.7％となっています。一方、「あまり尊重されてい

ない」（7.7％）と「尊重されていない」（1.9％）を合わせた『尊重されていない』は 9.6％となっています。 

 調査数
（人） 

構成比
（％） 

１ 18～19歳 14 0.8 

２ 20～29歳 110 6.6 

３ 30～39歳 207 12.4 

４ 40～49歳 318 19.1 

５ 50～59歳 296 17.8 

６ 60～69歳 319 19.1 

７ 70歳以上 379 22.7 

８ 無回答 23 1.4 

全  体 1,666 100.0 

   

 調査数
（人） 

構成比
（％） 

１ 農林漁業者 26  1.6 

２ 商工・サービス業者 194  11.6 

３ 民間の企業や団体の 
経営者・管理職 

99  5.9 

４ 民間の企業や団体の 
勤め人 

504  30.3 

５ 公務員、教育職員、福祉 
関係職員、医療関係職員 

175  10.5 

６ 家事従事者 239  14.3 

７ 学生 27  1.6 

８ 職業についていない人 361  21.7 

９ 無回答 41  2.5 

全  体 1,666  100.0 

人権全般について １ 

問 

１ 基本的人権の尊重 
◆あなたは、「現在の日本は、基本的人権が尊重されて

いる社会である」と思いますか。（〇は１つ） 
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(n=1,666)

ア 女性

イ 子ども

ウ 高齢者

エ 障害者

オ 同和問題（部落差別）

カ 外国人

キ ＨＩＶ感染者等

ク ハンセン病患者及び元患者等

ケ 犯罪被害者とその家族

コ インターネットによる人権侵害

サ 災害に伴う人権問題

シ アイヌの人々

ス 刑を終えて出所した人

セ 性的指向・性自認に関する人権問題

ソ ホームレス

タ 北朝鮮当局による拉致問題

チ 働く人の人権

ツ 新型コロナウイルス感染症患者等に
関する人権問題

21.5

33.0

26.4

26.7

8.7

9.6

7.6

7.0

16.1

32.6

21.9

6.1

7.1

11.0

5.6

25.7

34.5

42.9

57.0

48.2

51.5

52.0

30.0

38.5

33.7

29.1

47.8

43.0

50.9

23.0

35.2

32.8

31.0

40.9

47.4

42.3

12.8

10.7

15.1

11.5

35.0

33.3

35.3

35.3

20.4

11.9

14.2

35.9

32.1

34.3

38.3

18.2

10.2

7.4

2.1

1.7

2.2

1.9

10.0

7.5

8.1

8.8

4.5

3.5

2.2

12.5

10.6

9.4

11.5

5.2

1.3

1.3

3.1

2.6

2.3

3.7

12.2

7.2

11.3

15.8

7.1

5.2

6.5

18.2

11.2

9.1

9.5

5.9

2.8

3.0

3.4

3.8

2.6

4.2

4.1

3.8

4.0

4.0

4.0

3.8

4.3

4.2

3.7

3.4

4.1

4.0

3.9

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない

関心がない わからない 無回答

 
「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」を合わせた『関心がある』は、「新型コロナウイルス感

染症患者等」（85.2％）が最も多く、次いで、「働く人の人権」（81.9％）、「子ども」（81.2％）の順となっ

ています。 
 
 

問 

2 
関心のある人権課題 

◆あなたは、次にあげた人権課題にどの程度関心をお持

ちですか。各項目とも１～５の中からそれぞれ１つだけ

選び、○をつけてください。その他の場合には、テに具

体的にお書きください。 
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n

全体 (1,666) 26.5 53.5 17.8 2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

侵害されたことがある 侵害されたことはない わからない 無回答

 
「侵害されたことがある」と答えた方は 26.5％、「侵害されたことはない」と答えた方は 53.5％となっ

ています。なお、「わからない」は 17.8％でした。 
 
 
 
 
 
 
 

(%)

あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

職場での嫌がらせ

学校でのいじめ

名誉・信用のき損、侮辱

プライバシーの侵害

暴力、強迫、強要

差別待遇

公的機関による不当な取扱い

ドメスティック・バイオレンス

地域社会での嫌がらせ

セクシュアル・ハラスメント

児童虐待

その他

なんとなく

答えたくない

 無回答

63.3

38.3

30.8

28.6

18.1

17.0

15.6

11.8

9.8

9.1

8.8

2.9

6.8

0.7

0.5

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70

(n=441)

 
人権を侵害されたことがあると答えた 441 人の回答は、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」（63.3％）

が最も多く、次いで、「職場での嫌がらせ」（38.3％）、「学校でのいじめ」（30.8％）、「名誉・信用のき損、

悔辱」（28.6％）などの順となっています。 
 

問 

3 
-1 

自分の人権 
◆あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思

ったことがありますか。（〇は１つ） 

 

問 

3 
-2 

人権侵害の内容 
◆それはどのような場合ですか。差し支えなければこの

中からいくつでもあげてください。 

 

〔問３－１で「１」と答えた方に対して〕 
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n

全体 (1,666) 13.1 13.0 42.0

0.7 3.8 2.8

5.4

3.8 2.6

6.7 5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

黙って我慢する 相手に抗議する
身近な人に相談する ＮＰＯ法人など民間団体に相談する
弁護士に相談する 法務局や人権擁護委員に相談する
県や市町村に相談する 警察に相談する
その他 わからない
無回答

 
「身近な人に相談する」（42.0％）が４割を超えて最も多く、次いで「黙って我慢する」（13.1％）、「相

手に抗議する」（13.0％）などの順となっています。 
 
 
 
 
 
 

n

全体 (1,666) 43.3 41.1

3.1

10.7 1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

侵害したことはないと思う

自分では気づかないうちに侵害したかもしれない

侵害したことがあると思う

わからない

無回答

 
「侵害したことはないと思う」（43.3％）、「自分では気づかないうちに侵害したかもしれない」（41.1％）

が４割を超え同程度となっています。なお、「わからない」は 10.7％でした。 
 
 
 

問 

4 人権侵害への対応 
◆もし、あなたが、ご自分の人権を侵害された場合、ま

ずどのような対応をしますか。（〇は１つ） 

 

問 

5 他人の人権 
◆あなたは、今までに、他人の人権を侵害したことがあ

ると思いますか。（〇は１つ） 
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(%)

セクシュアル・ハラスメント

職場における差別待遇

痴漢やわいせつ行為などの性犯罪

男女の固定的な役割分担意識を押しつけられること

ドメスティック・バイオレンス

ストーカー行為

女性の政治家や管理職・地域のリーダーが少ないこと

売春・買春

雑誌や新聞・インターネット上において女性を性的対象として扱う情報の氾濫

アダルトビデオ・ポルノ雑誌など女性の性の商品化

女性だけに用いられる言葉

その他

特にない

わからない

 無回答

58.4

56.8

53.5

51.2

45.9

40.8

35.2

30.6

30.3

26.8

13.0

1.2

4.0

3.8

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70

(n=1,666)

 
「セクシュアル・ハラスメント」（58.4％）が最も多く、次いで「職場における差別待遇」（56.8％）、「痴

漢やわいせつ行為などの性犯罪」（53.5％）、「男女の固定的な役割分担意識を押しつけられること」（51.2％）

などの順となっています。 
 

問 

6 女性の人権 
◆女性に関する事柄で、人権上問題があると思われるの

はどのようなことですか。この中からいくつでもあげて

ください。 

 

主な人権課題に関する意識について 2 
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(%)

「仲間はずれ」や「無視」、身体への直接攻撃や嫌がることを
されたり、させられたりするなど、いじめを受けること

保護者が身体的・心理的に虐待する、または養育を放棄すること

インターネットの書き込みなどで特定の子どもが
誹謗中傷の対象とされること

教師・部活の指導者等から体罰や暴言などを受けること

いじめをしている人や、いじめられている人を
見て見ぬふりをすること

貧困のために進学や就職が困難になったり、
健康な生活ができなかったりすること

児童買春・児童ポルノ等の対象となること

学校や就職先の選択など自分の意見について、
大人がその意見を無視すること

その他

特にない

わからない

 無回答

81.3

67.9

61.5

59.7

58.6

55.8

48.0

39.3

1.5

2.0

2.2

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

(n=1,666)

 
「「仲間はずれ」や「無視」、身体への直接攻撃や嫌がることをされたり、させられたりするなど、いじ

めを受けること」（81.3％）が最も多く、次いで「保護者が身体的・心理的に虐待する、または養育を放棄

すること」（67.9％）、「インターネットの書き込みなどで特定の子どもが誹謗中傷の対象とされること」

（61.5％）などの順となっています。 
 
 

問 

7 子どもの人権 
◆子どもに関する事柄で、人権上問題があると思われる

のはどのようなことですか。この中からいくつでもあげ

てください。 
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(%)

病院や福祉施設において劣悪な処遇や虐待を受けること
高齢者が邪魔者扱いされたり、つまはじきにされたりすること
家庭内での看護や介護において嫌がらせや虐待を受けること

悪質商法や特殊詐欺の被害を受けやすいこと
アパート等への入居を拒否されること

経済的に自立が困難なこと
働ける能力を発揮する機会が少ないこと
高齢者の意見や行動が尊重されないこと

その他
特にない

わからない
 無回答

58.6

55.9

47.9

46.2

43.3

40.8

37.5

27.3

0.8

3.8

3.3

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70

(n=1,666)

 
「病院や福祉施設において劣悪な処遇や虐待を受けること」（58.6％）が最も多く、次いで「高齢者が邪

魔者扱いされたり、つまはじきにされたりすること」（55.9％）、「家庭内での看護や介護において嫌がらせ

や虐待を受けること」（47.9％）などの順となっています。 
 
 
 
 
 
 

(%)

職場・学校等で嫌がらせやいじめを受けること
差別的な言動をされること

就職・職場で不利な扱いを受けること
じろじろ見られたり、避けられたりすること

障害のある人が暮らしやすいまちづくりが進んでいないこと
障害の状態や程度に応じた適切な配慮がないこと

宿泊施設や公共交通機関の利用、店舗等への入店を拒否されること
アパート等への入居を拒否されること
結婚問題で周囲の反対を受けること

スポーツ・文化活動・地域活動に気軽に参加できないこと
悪質商法の被害を受けやすいこと

その他
特にない

わからない
 無回答

66.1

65.5

60.3

46.9

45.0

44.1

41.8

41.1

34.0

27.6

23.3

1.1

2.8

4.9

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70

(n=1,666)

 
「職場・学校等で嫌がらせやいじめを受けること」（66.1％）が最も多く、次いで「差別的な言動をされ

ること」（65.5％）、「就職・職場で不利な扱いを受けること」（60.3％）などの順となっています。 

問 

9 障害者の人権 
◆障害者に関する事柄で、人権上問題があると思われる

のはどのようなことですか。この中からいくつでもあげ

てください。 

 

問 

8 高齢者の人権 
◆高齢者に関する事柄で、人権上問題があると思われる

のはどのようなことですか。この中からいくつでもあげ

てください。 
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n

全体 (1,666) 15.4 55.5 28.0 1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく知っている 少し知っている 知らない 無回答

 

「よく知っている」（15.4％）と「少し知っている」（55.5％）を合わせた『知っている』が 70.9％とな

っています。一方、「知らない」は 28.0％でした。 
 
 
 
 
 
 
 

身内

21.5

仲間

10.2

教育啓発

44.8

家族

20.4

親戚

1.1

近所

1.9

職場

4.8

友だち

3.5

近くに同和地区が

あった
3.2

学校の授業

25.8

テレビ・ラジ

オ・新聞・本・

インターネット

など

13.3

集会や研修会

3.8

広報誌や冊子など

1.9

はっきり

おぼえていない

6.0

その他

0.8

無回答

13.4

(n=1,180) (%)

 
 
同和地区や同和問題（部落差別）を知っていると答えた 1,180 人の回答は、「学校の授業で教わった」

（25.8％）が最も多く、次いで「家族（祖父母、父母、きょうだいなど）から聞いた」（20.4％）、「テレビ・

ラジオ・新聞・本・インターネットなどで知った」（13.3％）などの順となっています。なお、知識の提供

者をカテゴリー分けすると、「学校の授業で教わった」、「テレビ・ラジオ・新聞・本・インターネットなど

で知った」、「同和問題（部落差別）に関する集会や研修会で知った」、「県や市町村の広報誌や冊子などで

知った」を合わせた『教育啓発』が 44.8％で最も多くなっています。 
 

問 

10 
-1 

同和問題（部落差別） 

（認知） 

◆あなたは、日本社会に「同和地区」「未解放部落」「被差別

部落」などとよばれ、差別を受けてきた地区があること、あ

るいは「同和問題」「部落問題」「部落差別」などといわれる

人権問題があるのを知っていますか。（〇は１つ） 

問 

10 
-2 

同和問題（部落差別） 

（知識の提供者） 

◆あなたが、同和地区や同和問題（部落差別）について、

はじめて知ったきっかけは何からですか。（〇は１つ） 

 

〔問10－1で「１」あるいは「２」と答えた方に対して〕 
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(%)

結婚問題で周囲の反対を受けること

差別的な言動をされること

身元調査をされること

就職・職場で不利な扱いを受けること

えせ同和行為がなされること

インターネットを利用して差別的な情報を掲載されること

差別的な落書きをされること

その他

特にない

わからない

 無回答

50.9

36.4

28.8

27.1

17.4

16.5

11.9

0.9

5.6

18.5

4.6

0 10 20 30 40 50 60

(n=1,180)

 
同和地区や同和問題（部落差別）を知っていると答えた 1,180 人の回答は、「結婚問題で周囲の反対を

受けること」（50.9％）が最も多く、次いで「差別的な言動をされること」（36.4％）、「身元調査をされる

こと」（28.8％）、「就職・職場で不利な扱いを受けること」（27.1％）などの順となっています。 
 
 
 
 
 
 
 

抵抗を感じる

14.2

抵抗を感じない

59.0

抵抗を感じる

2.6

やや抵抗を感じる

11.6

抵抗を感じない

59.0

わからない

23.0

無回答

3.8

(n=1,180) (%)

 
同和地区や同和問題（部落差別）を知っていると答えた 1,180 人の回答は、約６割の方が「抵抗は感じ

ない」（59.0％）と回答しています。また、「わからない」と回答した人は 23.0％でした。一方、「抵抗を

感じる」（2.6％）と「やや抵抗を感じる」（11.6％）を合わせた『抵抗を感じる』は 14.2％となっています。 

問 

10 
-3 

同和問題（部落差別） 

（差別の内容） 

◆あなたは、同和問題（部落差別）について、現在どの

ような人権問題が起きていると思いますか。この中から

いくつでもあげてください。 

〔問 10－1で「１」あるいは「２」と答えた方に対して〕 

問 

10 
-4 

同和問題（部落差別） 

（抵抗感） 

◆あなたは、同和地区の人と親しくつきあうことに抵

抗を感じますか。（〇は１つ） 

〔問 10－1で「１」あるいは「２」と答えた方に対して〕 
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自分の意志優先

53.5

家族や親類優先

11.4

自分の意志を

貫いて結婚する

17.2

家族や親類の

説得に全力を

傾けたのちに、

自分の意志を

貫いて結婚する

36.3

家族や親類の

反対があれば、

結婚しない

9.5

絶対に結婚しない

1.9

わからない

25.9

無回答

9.2

(n=1,180) (%)

 
同和地区や同和問題（部落差別）を知っていると答えた 1,180 人の回答は、「家族や親類の説得に全力

を傾けたのちに、自分の意志を貫いて結婚する」（36.3％）が最も多く、次いで「わからない」（25.9％）、

「自分の意志を貫いて結婚する」（17.2％）などの順となっています。 
なお、「家族や親類の反対があれば、結婚しない」は 9.5％、「絶対に結婚しない」は 1.9％でした。 
 

 

 

 

 

 
 

子どもの意志優先

65.6

家族や親類優先

4.9

子どもの意志を

尊重する。親が

口だしすべきこと

ではない

46.4

親としては反対

するが、子どもの

意志が強ければ

しかたない

19.2

家族や親類の

反対があれば、

結婚させない

3.4

絶対に

結婚させない

1.5

わからない

20.4

無回答

9.0

(n=1,180) (%)

 
同和地区や同和問題（部落差別）を知っていると答えた 1,180 人の回答は、「子どもの意志を尊重する。

親が口だしすべきことではない」（46.4％）が最も多く、次いで「わからない」（20.4％）、「親としては反

対するが、子どもの意志が強ければしかたない」（19.2％）などの順となっています。 
なお、「家族や親類の反対があれば、結婚させない」は 3.4％、「絶対に結婚させない」は 1.5％でした。 

問 

10 
-5 
(1) 

同和問題（部落差別） 

（自分自身の結婚に対する 

態度） 

◆例えば、あなたが同和地区出身の人と結婚しよ

うとしたとき、家族や親類から反対された場合、

あなたはどうしますか。（〇は１つ） 

 

 

問 

10 
-5 
(2) 

同和問題（部落差別） 

（子どもの結婚に対する 

態度） 

◆例えば、あなたのお子さんが同和地区出身の人

と結婚しようとしたとき、あなたはどうしますか。

（〇は１つ） 

 

 

〔問 10－1で「１」あるいは「２」と答えた方に対して〕 

〔問 10－1で「１」あるいは「２」と答えた方に対して〕 
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n

全体 (1,180)

0.6

6.9 7.1 28.4 23.4 8.9 12.2

3.9

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

これは、同和地区の人だけの問題だから、自分とは直接関係のない問題だと思う
自分ではどうしようもない問題だから、なりゆきにまかせるよりしかたがないと思う
自分ではどうしようもない問題だが、誰かしかるべき人が解決してくれると思う
基本的人権にかかわる問題だから、自分も県民の一人として、この問題の解決に努力すべきだと思う
同和地区のことなど口に出さず、そっとしておけば、差別は自然となくなると思う
どのようにしても差別はなくならないと思う
よく考えていない
その他
無回答

 
同和地区や同和問題（部落差別）を知っていると答えた 1,180 人の回答は、「基本的人権にかかわる問

題だから、自分も県民の一人として、この問題の解決に努力すべきだと思う」（28.4％）が最も多く、次い

で「同和地区のことなど口に出さず、そっとしておけば、差別は自然となくなると思う」（23.4％）、「よく

考えていない」（12.2％）などの順となっています。 
 

 

 
 
 
 
 

n

全体 (1,180) 14.6 77.1 8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答

 
同和地区や同和問題（部落差別）を知っていると答えた 1,180 人の回答は、「知っている」は 14.6％、「知

らない」は 77.1％となっています。 
 

問 

10 

-6 

同和問題（部落差別） 

（解決に向けた態度） 

◆同和問題の解決に向けたあなたの考えに最も近いの

は次のどれですか。（〇は１つ） 

 

〔問10－1で「１」あるいは「２」と答えた方に対して〕 

問 

10 

-7 

同和問題（部落差別） 

（法律の認知） 

◆あなたは、「部落差別の解消の推進に関する法律（部

落差別解消推進法）」（平成 28年施行）を知っています

か。（〇は１つ） 

 

〔問10－1で「１」あるいは「２」と答えた方に対して〕 
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(%)

就職・職場で不利な扱いを受けること

風習や習慣等の違いが受け入れられないこと

日常生活において、外国語による情報が少ないために、

十分なサービスを受けることができないこと

ヘイトスピーチなどの差別的言動を受けること

アパート等への入居を拒否されること

子どもに対して、学校の受け入れ体制が十分でないこと

治療や入院を断られること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

 無回答

45.1

41.8

41.5

39.2

35.2

30.9

28.6

23.7

1.2

5.5

14.2

1.7

0 10 20 30 40 50

(n=1,666)

 
 
「就職・職場で不利な扱いを受けること」（45.1％）が最も多く、次いで「風習や習慣等の違いが受け入

れられないこと」（41.8％）、「日常生活において、外国語による情報が少ないために、十分なサービスを受

けることができないこと」（41.5％）、「ヘイトスピーチなどの差別的言動を受けること」（39.2％）などの

順となっています。 
 
 
 
 
 

問 

11 外国人の人権 
◆日本に居住している外国人に関する事柄で、人権上問

題があると思われるのはどのようなことですか。この中

からいくつでもあげてください。 
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(%)

差別的な言動をされること

就職・職場で不利な扱いを受けること

治療や入院を断られること

結婚問題で周囲の反対を受けること

無断でエイズ検査等をされること

アパート等への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

 無回答

50.5

42.7

38.4

36.0

31.1

27.4

27.3

0.7

4.9

23.6

2.2

0 10 20 30 40 50 60

(n=1,666)

 
「差別的な言動をされること」（50.5％）が最も多く、次いで「就職・職場で不利な扱いを受けること」

（42.7％）、「治療や入院を断られること」（38.4％）、「結婚問題で周囲の反対を受けること」（36.0％）な

どの順となっています。 
 

 

 

 
 
 

(%)

差別的な言動をされること

就職・職場で不利な扱いを受けること

ハンセン病療養所の外での自立した生活を営むのが困難なこと

結婚問題で周囲の反対を受けること

治療や入院を断られること

アパート等への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

 無回答

47.2

40.3

39.6

35.9

34.3

27.9

25.9

0.7

3.9

33.6

2.0

0 10 20 30 40 50

(n=1,666)

 
「差別的な言動をされること」（47.2％）が最も多く、次いで「就職・職場で不利な扱いを受けること」

（40.3％）、「ハンセン病療養所の外での自立した生活を営むのが困難なこと」（39.6％）、「結婚問題で周囲

の反対を受けること」（35.9％）などの順となっています。 
 

問 

12 ＨＩＶ感染者等の人権 
◆ＨＩＶ感染者等に関する事柄で、人権上問題があると

思われるのはどのようなことですか。この中からいくつ

でもあげてください。 

 

問 

13 ハンセン病患者・元患者等

の人権 

◆ハンセン病患者・元患者等に関する事柄で、人権上問

題があると思われるのはどのようなことですか。この中

からいくつでもあげてください。 
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(%)

報道によってプライバシーに関することが公表されたり、
取材によって私生活の平穏が保てなくなること

事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

犯罪行為によって精神的なショックを受けること

捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること

犯罪行為によって経済的負担を受けること

刑事手続に必ずしも被害者の声が十分反映されるわけではないこと

関係機関の窓口を知ることができず、必要な支援を受けられないこと

その他

特にない

わからない

 無回答

71.0

65.7

51.0

45.7

42.5

40.8

34.4

0.7

2.0

10.6

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

(n=1,666)

 
 
「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取材によって私生活の平穏が保てなくなる

こと」（71.0％）が最も多く、次いで「事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること」（65.7％）、「犯

罪行為によって精神的なショックを受けること」（51.0％）、「捜査や刑事裁判において精神的負担を受ける

こと」（45.7％）などの順となっています。 
 

問 

14 犯罪被害者とその家族 

の人権 

◆犯罪被害者やその家族に関する事柄で、人権上問題が

あると思われるのはどのようなことですか。この中から

いくつでもあげてください。 
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(%)

他人を誹謗中傷する情報が掲載されること

プライバシーに関する情報が掲載されること

他人を差別しようとする気持ちを起こさせたり、
それを助長するような情報が掲載されること

ラインやツイッターなどによる交流が犯罪を誘発する場と
なっていること

捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真が掲載されること

ネットポルノや残虐映像など、有害な情報を掲載されること

その他

特にない

わからない

 無回答

80.6

66.7

59.5

50.4

45.0

43.6

1.0

1.9

7.6

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(n=1,666)

 
 
「他人を誹謗中傷する情報が掲載されること」（80.6％）が最も多く、次いで「プライバシーに関する情

報が掲載されること」（66.7％）、「他人を差別しようとする気持ちを起こさせたり、それを助長するような

情報が掲載されること」（59.5％）、「ラインやツイッターなどによる交流が犯罪を誘発する場となっている

こと」（50.4％）などの順となっています。 
 
 
 
 

問 

15 インターネットによる 

人権侵害 

◆インターネットによる人権侵害に関する事柄で、人権

上問題があると思われるのはどのようなことですか。こ

の中からいくつでもあげてください。 
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(%)

差別的な言動をされること

職場・学校等で嫌がらせやいじめを受けること

独自の文化や伝統の保存、伝承が十分図られていないこと

就職・職場で不利な扱いを受けること

結婚問題で周囲の反対を受けること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

その他

特にない

わからない

 無回答

37.5

33.6

31.3

31.1

28.0

24.3

0.7

6.1

39.7

2.0

0 10 20 30 40 50

(n=1,666)

 
「差別的な言動をされること」（37.5％）が最も多く、次いで「職場・学校等で嫌がらせやいじめを受け

ること」（33.6％）、「独自の文化や伝統の保存、伝承が十分図られていないこと」（31.3％）、「就職・職場

で不利な扱いを受けること」（31.1％）などの順となっています。 
 
 
 
 
 
 

(%)

更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること

就職・職場で不利な扱いをされること

差別的な言動をされること

アパート等への入居を拒否されること

結婚問題で周囲の反対を受けること

その他

特にない

わからない

 無回答

58.5

45.9

40.6

30.3

26.1

1.3

7.1

20.3

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70

(n=1,666)

 
「更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること」（58.5％）が最も多く、次いで「就職・

職場で不利な扱いをされること」（45.9％）、「差別的な言動をされること」（40.6％）、「アパート等への入

居を拒否されること」（30.3％）などの順となっています。 
 

問 

16 アイヌの人々の人権 
◆アイヌの人々に関する事柄で、人権上問題があると思

われるのはどのようなことですか。この中からいくつで

もあげてください。 

 

問 

17 刑を終えて出所した人 

の人権 

◆刑を終えて出所した人に関する事柄で、人権上問題が

あると思われるのはどのようなことですか。この中から

いくつでもあげてください。 
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(%)

差別的な言動をされること

職場・学校において、嫌がらせを受けること

性的指向や性自認について本人に無断で他人に伝えられること

就職・職場で不利な扱いを受けること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

アパート等への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

 無回答

55.2

48.6

48.4

39.3

38.4

28.2

26.1

0.8

7.2

19.9

2.2

0 10 20 30 40 50 60

(n=1,666)

 
「差別的な言動をされること」（55.2％）が最も多く、次いで「職場・学校において、嫌がらせを受ける

こと」（48.6％）、「性的指向や性自認について本人に無断で他人に伝えられること」（48.4％）、「就職・職

場で不利な扱いを受けること」（39.3％）、「じろじろ見られたり、避けられたりすること」（38.4％）など

の順となっています。 
 
 
 
 
 

(n=1,666)

ア 自分の子ども

イ 自分の子ども以外の家族

ウ 友人や職場の同僚

エ 近所の人

25.1

13.0

4.3

3.8

31.6

34.1

23.2

18.5

15.7

26.0

49.2

51.9

23.8

22.0

18.7

21.2

3.8

4.9

4.5

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

抵抗を感じる やや抵抗がある 抵抗を感じない わからない 無回答

 
「抵抗を感じる」と「やや抵抗を感じる」を合わせた『抵抗を感じる』は、「自分の子ども」（56.7％）

が最も多く、次いで「自分の子ども以外の家族」（47.1％）、「友人や職場の同僚」（27.5％）、「近所の人」

（22.3％）の順となっています。一方、「抵抗を感じない」は「近所の人」（51.9％）、「友人や職場の同僚」

（49.2％）が多くなっています。 

問 

18 

-1 
性的指向・性自認に関する 

人権問題 

◆性的指向（どの性別の人を好きになるか）や性自認（自

分の性別をどのように認識しているか）に関する事柄

で、人権上問題があると思われるのはどのようなことで

すか。この中からいくつでもあげてください。 

問 

18 

-2 

性的マイノリティ 

（抵抗感） 

◆次の方が性的マイノリティ（性的指向や性自認におけ

る少数者）だったとした場合、あなたはどう思いますか。

各項目とも１～４の中からそれぞれ１つだけ選び、○を

つけてください。 
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(n=1,666)

ア ＬＧＢＴ

イ カミングアウト

ウ アウティング

48.0

61.8

9.3

16.1

16.4

12.9

13.1

5.5

43.3

19.3

12.7

30.6

3.4

3.7

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉は聞いているし、意味も知っている
言葉は聞いているが、意味は知らない
言葉を聞いたことがないし、意味も知らない
わからない
無回答

 
 
「言葉は聞いているし、意味も知っている」と「言葉は聞いているが、意味は知らない」を合わせた『用

語認知』は、「カミングアウト」（78.2％）が最も多く、次いで「ＬＧＢＴ」（64.1％）、「アウティング」（22.2％）

の順となっています。一方、「言葉を聞いたことがないし、意味も知らない」は「アウティング」（43.3％）

が多くなっています。 
 
 
 
 
 
 

(%)

通行人等から暴力をふるわれること

近隣住民等から嫌がらせや暴力を受けること

差別的な言動をされること

経済的に自立が困難なこと

じろじろ見られたり、避けられたりすること

就職・職場で不利な扱いを受けること

アパート等への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

 無回答

60.3

50.1

48.0

45.9

42.3

34.5

33.6

29.7

1.0

4.7

10.4

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70

(n=1,666)

 
「通行人等から暴力をふるわれること」（60.3％）が最も多く、次いで「近隣住民等から嫌がらせや暴力

を受けること」（50.1％）、「差別的な言動をされること」（48.0％）、「経済的に自立が困難なこと」（45.9％）

などの順となっています。 

問 

18 

-3 

性的マイノリティ 

（用語の認知） 

◆あなたは、性的指向や性自認に関する次の言葉につい

て聞いたことがありますか。また、それぞれの言葉の意

味を知っていますか。各項目とも１～４の中からそれぞ

れ１つだけ選び、○をつけてください。 

 

問 

19 ホームレスの人権 
◆ホームレスに関する事柄で、人権上問題があると思わ

れるのはどのようなことですか。この中からいくつでも

あげてください。 
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(%)

職場でパワー・ハラスメントやセクシュアル・ハラスメントがあること

長時間労働や休暇の取りにくさ等から仕事と生活の調和が保てないこと

非正規雇用者と正規雇用者の待遇の差が大きくなっていること

雇用や昇給、昇進において男女の待遇の差があること

障害者の雇用と公正な待遇が確保されていないこと

高齢者の雇用と公正な待遇が確保されていないこと

日本に居住している外国人の雇用と公正な待遇が確保されていないこと

その他

特にない

わからない

 無回答

67.2

61.7

54.7

51.8

37.6

34.9

28.4

0.8

3.0

7.0

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

(n=1,666)

 
「職場でパワー・ハラスメントやセクシュアル・ハラスメントがあること」（67.2％）が最も多く、次い

で「長時間労働や休暇の取りにくさ等から仕事と生活の調和が保てないこと」（61.7％）、「非正規雇用者と

正規雇用者の待遇の差が大きくなっていること」（54.7％）、「雇用や昇給、昇進において男女の待遇の差が

あること」（51.8％）などの順となっています。 
 

問 

20 働く人の人権 
◆働く人の人権に関する事柄で、人権上問題があると思

われるのはどのようなことですか。この中からいくつで

もあげてください。 
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(%)

感染した人やその家族が誹謗中傷を受けること

感染した人やその家族に関して、個人情報や誹謗中傷・
デマがインターネット・ＳＮＳ上に拡散されること

医療従事者や配達業者等社会機能の維持に不可欠な業務に
従事する方々が誹謗中傷を受けること

感染した人の家族や関係者等が出社・登校等を拒否されること

感染が拡大している国の出身者が嫌がらせや暴言を受けること

県外からの通勤者や県外からの来訪者が非難されること

感染した人の勤務先・学校名が公表されること

自粛等のあり方について、他人から異なる考え方を
押しつけられることがあること

感染拡大防止のために外出先で個人情報を確認されること

個々の事情に関わらずマスク着用を強制されること

感染拡大防止のために外出の制限をされること

その他

特にない

わからない

 無回答

86.6

78.2

77.3

51.4

42.4

40.6

38.5

27.9

16.4

11.6

10.4

1.1

1.7

3.4

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(n=1,666)

 
新型コロナウイルス感染症に関する人権問題について、「感染した人やその家族が誹謗中傷を受けるこ

と」（86.6％）が最も多く、次いで「感染した人やその家族に関して、個人情報や誹謗中傷・デマがインタ

ーネット・ＳＮＳ上に拡散されること」（78.2％）、「医療従事者や配達業者等社会機能の維持に不可欠な業

務に従事する方々が誹謗中傷を受けること」（77.3％）、「感染した人の家族や関係者等が出社・登校等を拒

否されること」（51.4％）などの順となっています。 
 
 

問 

21 新型コロナウイルス感染症 

に関する人権問題 

◆新型コロナウイルス感染症に関する事柄で、人権上問

題があると思われるのはどのようなことですか。この中

からいくつでもあげてください。 
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(%)

学校教育・社会教育における人権教育を充実すること

人権が侵害された被害者の救済・支援を充実すること

人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうための啓発広報活動を
推進すること

職場・事業所での人権尊重の取組を充実すること

人権課題に対応する専門の相談機関・施設を充実すること

人権に関する情報の収集及び提供を充実すること

国連で採択された「誰ひとり取り残さない」を理念とする
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への理解を深め、取組を推進すること

県民自身による人権尊重の取組やボランティア活動を充実すること

ＮＰＯなどの団体による人権尊重の取組を充実すること

その他

特にない

わからない

 無回答

70.3

53.4

43.9

41.8

40.0

29.7

27.7

18.8

18.4

2.0

2.5

9.9

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

(n=1,666)

 
「学校教育・社会教育における人権教育を充実すること」（70.3％）が最も多く、次いで「人権が侵害さ

れた被害者の救済・支援を充実すること」（53.4％）、「人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうため

の啓発広報活動を推進すること」（43.9％）、「職場・事業所での人権尊重の取組を充実すること」（41.8％）

などの順となっています。 
 
 

人権尊重社会の実現のための取組について 3 

問 

22 人権尊重社会実現のため

の取組 

◆人権の尊重された社会をつくるためには、どのような

ことが必要だと思いますか。この中からいくつでもあげ

てください。 
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